




甲状腺ホルモンは肝でのコレステロール代謝に影響を与え,甲状腺機能低下症では,その分

解が低下するため高コレステロール血症を示す。しかし小児とくに年少児では稀れともい

われている。一方血中 CK,アルドラーゼは筋疾患の時に高値を示すが,甲状腺機能低下症に

おいても高値を示すことがある。 

今回私達はクレチン症において甲状腺ホルモンとこれら各種項目とについて検討を行った。 


